
　謹んで新年のお慶びを申し上
げます。
　旧年中は、私ども岡山中央病

院をはじめ社会医療法人『鴻仁会』に対し、ひとかた
ならぬご厚情とご支援を賜り心より御礼を申し上げます。
　さて、医療介護診療報酬同時改定をはじめとする
医療制度改革元年の2018年を迎え、地域医療構想
に基づく体制も明確になりつつあります。その中で、皆
さまにご信頼いただける医療を提供させていただくこ
とが、私たちの存在意義と存じております。私どもの経
営理念冒頭の一節は「満足を創造する病院」です。し
かし、現状におきまして、紹介医の先生方、および患者
さまに、満足いただけるような質を実際に提供できて
いるのか、自問自答しております。実際、皆さまのご期
待に沿えていない現状があることを懸念いたしており
ます。一部では患者さまへの、一方的な説明による治
療の押しつけ、診療の誘導、粗暴な言葉、無責任な発
言など、紹介医の先生方や患者さまのお気持ちに寄り
添えていない言動等でご迷惑をお掛けした状況があっ
たことを認識し、忸怩たる思いであり、大変な責任を自
覚しています。まずは、ご迷惑をお掛けしておりますこと
について、紹介医の先生方、並びに患者さまに深くお
詫び申し上げます。
　こうした状況を深く反省し、本年は改めて経営理念
に立ち返り、地域の皆さま、および連携を戴く先生方の

「満足を創造する病院」として、岡山中央病院の組織
体制を再構築いたします。その為に、まず第一に、岡
部亨院長が、地域医療の責任者として、地域医療に
専任いたします。岡部亨院長が前面に立つことで、紹
介外来、救急、紹介入院に於いて、責任を持った医療
を提供できる体制を岡山中央病院に於いて構築いた
します。これは、紹介医の先生方をはじめとする地域
から顔が見える体制であり、先生方と相互に患者満足
を創造する体制であり、当院の他医師の医療内容に
も介入することで診療の質を保証し向上させる体制で
もある、このように考えております。
　なお、地域医療に専任することを明確にするため、
岡部亨の役職を、「地域医療推進部長」といたしました。
そして、この地域医療推進部長の役職に集中するため
に、岡部亨院長は院長職を退任し、後任として金重総
一郎が新たに岡山中央病院院長に就任いたします。
　以上の体制で、患者さまや地域の皆さま、連携戴く
先生方からのご意見を真摯に受け止めて、全職員が
理念に沿った医療を提供できるように精進して参りま
すので、さらなるご指導、ご鞭撻の程何卒宜しくお願い
を申し上げます。
　末筆ではございますが、皆さまのご多幸とご健勝を
祈念し、私の新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

新年号
2018.1.1発行

Vol.82

社会医療法人　鴻仁会　理事長　金重　哲三

 page 1 ご挨拶
 page 2・3 ご挨拶・新年のご挨拶
 page 4 眼科からのお知らせ・医療従事者向け勉強会のご案内



K o h j i n  H e a l t h c a r e  G r o u p  N e w s l e t t e r  R e l a t i o n

R e l a t i o n  v o l . 8 2 K o h j i n  H e a l t h c a r e  G r o u p2

　新春の候、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。お陰様で岡山中央病院全職員も、ま
た新たな気持ちで新年をここに迎える事が出来ました。
さて、冒頭の金重理事長のご挨拶にもありましたよう
に私、岡部亨はこの度病院長の職を辞し、地域医
療推進の責任者として従事する事となりました。14
年間の長きに渡り皆さま方に支えられ、その感謝の
気持ちはとても書面で書き尽くせるものではありませ
んが、この場を借り深く感謝申し上げます。今後は
後任の金重総一郎院長を私共々、今まで以上にご
厚情頂ければ幸いです。
　医療界の2018年はいわゆる「2025年モデル」の
プロトタイプの年とも言われるように、2025年に向け
た病院の立ち位置やコンセプトがより明確になる年
だと認識しています。
　それ故とても重要な1年の始まりである事は相違
ないのですが、しかしこれらの事は、見方を変えれ
ば自病院の自作自演であり、そこに「あなた」はいな
いのではないかと思ったりもします。岡山中央病院
にとって「あなた」は患者さんであり、日頃に病診、
病病、病介等々で連携させて頂いている地域の先
生をはじめとする全ての医療従事者の方々であり、
自院の職員であります。法人の経営理念の原初に「満
足を創造する病院」とありますが、これは「あなた」
に対して半永久的にその質を自問自答しながら担保
してゆくべき理念であるはずです。しかしながら昨今、
日々の診療の中で何やらこの理念に対して恥ずかし
く正視できないような事柄が散見されるようになりま

した。14年前、院長に就任した時にまさにこのリレー
ションに『求められること、それは「安心」であり「信頼」
です。何をもって地域の人達の安心と信頼を得るか、
何を持って地域の医療施設の安心と信頼を得るか、
そんなことをきちんと明示していかなければ…と私自
身でたいそうな事を書いているわけですが、この事
が等閑になっている事実があり、ここに立ち返るべき
ではないかというのが理事長はじめ当法人の今年
の姿勢です。「顔の見える関係」、と言うのは簡単で
すが、今後は顔どころか腹の底まで見せるつもりで
皆さまに接していきたいと思います。具体的行動に
ついては今後随時皆さま方にご案内させて頂きます
が、地域における岡山中央病院の立ち位置を明確
にし、より利便性高く、より信頼厚く、より患者さんに
寄り添い、地域に貢献できる病院作りを目指し救急
診療にかかわらず、全人的診療における窓口として
従事したいと考えています。皆さま、今後ともよろしく
お願いいたします。

ご挨拶
岡山中央病院　地域医療推進部長　岡部　　亨
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　新年明けましておめでとうございます。
　この度前任の岡部亨の後を受け、岡山中央病院
の院長を拝命いたしました。若輩の身であり、身に
余ることとは思いますが、開院当初から伝わる、人を
育て、地域の役に立つ医療を継承し、皆さまのお役
に立てるよう精一杯努力してまいります。私は、現在
がんに対する放射線治療を専門としておりますが、
元々は麻酔科医として働いていたこともあり、手術や
救急外来等にも広く関わってきました。この経験を
生かして、現場の第一線までしっかり関わり、各職種
と共により良い病院を目指していく所存です。
　まず、この一年は鴻仁会の理念の根幹である「満
足を創造する病院」の再構築を行います。来院され
る患者さんに来て良かったと言っていただけるように、
患者さんの声を大切にしながら、受付から診察、検査、
入院、会計にいたるまで、全ての診療の流れ、内容、
質を見直します。
　また、ご紹介いただく先生方におかれましては、新
たに就任する岡部地域医療推進部長と地域連携室
が、紹介窓口としての責任をしっかり担うことをお約
束し、患者さまの相談、受け入れを円滑にします。特
に在宅や施設入所中の高齢者が入院となった場合
には、入院中の治療経過報告や退院前カンファレン
スなどの充実を図ることで、退院の目標を共有し、在
宅や退院へのスムーズな移行ができる流れを整備し、
より安心してご紹介いただける病院を作ります。
　しかし、こうした取り組みも、一方向のみでは自己
満足になりかねません。理念のひとつに「共感する

病院」とありますが、患者さん、そして連携を取らせ
て戴く紹介医の先生方、また関係する各事業所の皆
さまとの密なコミュニケーションが地域医療の質を
高め、患者さんに最良の医療を提供するための要と
考えております。当院や連携に対するご意見やフィー
ドバックを地域連携室、岡部地域医療推進部長や
私までお寄せ戴ければ有難く思います。当院の職員、
そして皆さまとのご縁と共に、地域に必要とされる病
院となることを志して参りますので、ご指導ご鞭撻の
ほど、よろしくお願い申し上げます。
　最後に本年の皆さまのご健勝、ご多幸を祈念し、
新年の挨拶とさせていただきます。

院長就任のご挨拶
社会医療法人　鴻仁会　岡山中央病院　院長　金重総一郎



①2月15日（木） 19時～20時　

	 岡山中央病院セミナー室にて
	 ※生涯教育講座1単位

「心不全ケア」

	 講師：岡山中央病院
	 	 慢性心不全看護認定看護師　生本　博子

②2月22日（木） 19時～20時　

	 岡山中央病院セミナー室にて
	 ※生涯教育講座1単位

「	当院での骨粗しょう症
　　リエゾンチームの
　　　　取り組みについて」
	 講師：セントラル・クリニック伊島
	 	 骨粗しょう症リエゾンチーム

お問い合わせ先　地域医療連携室まで
医療従事者向け  勉強会のご案内

社会医療法人	鴻仁会
	 岡 山 中 央 病 院 	〒700-0017	岡山市北区伊島北町6-3	 TEL.086-252-3221（代表）
	 地 域 支 援 相 談 室 	　　　　　		TEL.086-252-5002	 FAX.086-252-3929
岡山中央奉還町病院 	 〒700-0026	岡山市北区奉還町2丁目18-19	TEL.086-251-2222
セントラル・クリニック伊島	 〒700-0017	岡山市北区伊島北町7-5	 TEL.086-214-5678

http://www.kohjin.ne.jp/
http://www.okayama-gan.com/ （がんセンター専用ページ）
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INFORMATION

TOPICS

セントラル・クリニック伊島
眼科からのお知らせTOPICS

平成30年1月より眼科の診療体制が変更になります。

　午前9：00～12：30（受付8：30～12：00）　
　　　※初診11：30まで
　午後14：00～17：00（受付13：30～16：30）
　　　※初診16：00まで

※手術対応は当面休止となります。再開時期につきましては、改めてご案内申し上げます。

月 火 水 木 金 土
午　前 ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ／

午　後 ／ ◯ ／ ◯ ／ ／

週間予定表

診療時間

新任医師紹介
中島由季子　医師

卒業年：東京医科歯科大学
　　　　平成13年　卒業
専　門：ぶどう膜炎、眼科一般
資　格：眼科学会専門医
　　	　		医学博士


